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七
七
～
七
八
年
の
反
乱
（
ブ
リ
ユ
エ
ン
ニ
オ
ス
の

祖
父
が
起
こ
し
、
ア
ン
ナ
の
父
ア
レ
ク
シ
オ
ス
が

鎮
圧
し
た
）
の
記
事
を
比
べ
る
と
、
ア
ン
ナ
の
歴

史
家
と
し
て
の
優
れ
た
能
力
を
窺
う
こ
と
が
で
き

る
。　

自
分
が
生
ま
れ
る
前
の
事
件
を
記
す
に
あ
た
っ

て
ア
ン
ナ
は
央
の
『
歴
史
瓢
を
参
照
し
た
。
ア
ン

ナ
の
叙
述
に
は
、
現
存
し
て
い
る
ブ
リ
ュ
エ
ン
ニ

オ
ス
の
テ
キ
ス
率
と
矛
盾
す
る
よ
う
な
文
言
も
み

ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
不
注
意
に
写
し
間
違
え
た
も

の
で
は
な
く
、
後
世
の
ブ
リ
ュ
エ
ン
ニ
オ
ス
の
写

本
筆
者
が
誤
っ
た
も
の
で
、
ア
ン
ナ
は
原
本
を
正

確
に
読
み
取
っ
た
う
え
で
利
用
し
て
い
る
。
し
か

も
、
反
乱
の
前
半
を
思
い
き
っ
て
削
除
し
た
り
、

聞
き
取
り
に
基
づ
く
独
自
の
情
報
を
盛
り
込
ん
だ

り
し
て
、
ア
レ
ク
シ
オ
ス
　
世
賞
賛
と
い
う
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
金
面
的
に
書
き
改
め
て
い
る
。
『
歴

史
』
に
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
ホ
メ
ロ
ス
の
引

用
も
、
父
を
称
え
る
と
い
う
躍
的
か
ら
彼
女
が
積

極
的
に
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
確
か
に
、
ブ
リ
ュ
エ
ン
ニ
オ
ス
の
草
稿
が
な
か

っ
た
と
結
論
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
完

成
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
魍
歴
史
』
を
利
用
す
る
に

際
し
て
も
、
大
幅
に
書
き
換
え
て
い
る
ア
ン
ナ
で

あ
る
か
ら
、
た
と
え
草
稿
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

独
自
の
調
査
を
踏
ま
え
て
、
全
面
的
に
書
き
改
め

た
で
あ
ろ
う
。

　
私
た
ち
が
読
む
『
ア
レ
ク
シ
オ
ス
一
世
伝
』
は

や
は
り
ア
ン
ナ
・
コ
ム
ネ
ナ
の
著
作
で
あ
る
。

受
　
贈
　
誌

（
二
〇
〇
二
年
八
月
一
九
日
～

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
三
日
）

岐
阜
経
済
大
学
論
集
（
岐
阜
経
済
大
学
学
会
）
三

　
五
－
四

ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
（
国
際
交
流
基
金
ア

　
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
）
二
～

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
点
薬
（
中
央
研
究

　
院
歴
史
界
雷
研
究
所
）
七
三
i
二

熊
本
史
学
（
熊
本
史
学
会
）
七
八
・
七
九
合
併
号

経
済
論
集
（
刈
苦
大
学
校
経
済
研
究
所
）
四
｝
i

　
二

じ
d
o
o
霞
葵
掴
唱
畠
国
事
鵠
0
8
℃
葭
（
製
出
。
目
篭
胃

　
b
d
8
＆
嬉
煮
出
。
δ
唱
霞
勺
〉
鎖
）
N
O
8
山
（
N
凸
）

①
田
。
弓
鋤
合
§
o
o
穴
o
o
O
O
o
ゼ
。
霞
。
（
鵠
工
。
謡
弓
胃

　
①
遷
自
。
心
気
麟
〉
胃
℃
0
8
き
り
葭
類
比
窪
属
頃
。

　
賦
■
竃
夷
蔓
×
（
Y
銀
突
員
自
伝
〉
出
）
さ
。
O
O
卜
。
臨
。
。

史
料
（
皇
学
館
大
学
史
料
編
纂
所
）
一
七
三
～
一

　
八
一

文
書
館
だ
よ
り
（
栃
木
県
立
文
書
館
）
三
二

愛
知
大
学
文
学
論
叢
（
愛
知
大
学
文
学
会
）
一
二

　
六

龍
哀
史
壇
（
龍
谷
大
学
史
学
会
）
一
一
八

入
文
学
報
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
八
六
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東
洋
挙
文
献
類
目
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

　
附
属
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
）
一
九
九
九
年

　
度

東
方
学
報
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
京
都

　
七
四

海
南
史
学
（
高
知
海
南
史
学
会
）
四
〇

史
学
研
究
（
広
島
史
学
研
究
会
）
二
三
七

国
立
台
湾
大
学
法
学
論
叢
（
国
立
台
湾
大
学
法
律

　
学
系
出
版
）
三
〇
1
五
・
三
一
－
二

韓
国
民
族
文
化
（
釜
山
大
学
校
韓
国
民
族
文
化
研

　
究
所
）
一
八

中
国
史
研
究
（
中
国
史
学
会
）
一
九

日
本
学
刊
（
中
華
日
本
学
会
・
中
国
社
会
科
学
院

　
日
本
研
究
所
）
二
〇
〇
二
一
四
～
五

言
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
（
長
崎
大
学

　
教
虫
目
口
†
部
）
轟
ハ
一

歴
史
研
究
（
大
阪
教
育
大
学
歴
史
学
研
究
室
）
三

　
九

海
事
史
研
究
（
日
本
海
事
史
学
会
）
五
九

釜
大
史
学
（
釜
山
大
学
校
）
二
五
・
二
六
合
輯

史
学
雑
誌
（
史
学
会
）
一
　
　
1
八
・
九

古
代
文
化
（
古
代
学
協
会
）
五
四
－
七
～
九

立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

　
（
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
一

　
〇
1
一

》
巨
ξ
o
口
。
一
〇
σ
q
一
〇
臨
　
　
ω
9
2
0
Φ
　
（
智
℃
き
Φ
。
。
Φ

　
ω
Φ
幕
ω
）
（
日
本
入
籍
学
会
）
＝
○
…
三

一
橋
論
叢
（
一
橋
大
学
一
橋
学
会
）
一
二
八
－
三

　
～
四

史
　
と
美
術
（
史
　
美
術
同
孜
会
）
七
二
七
～
七

　
二
八

国
史
談
話
会
雑
誌
（
東
北
大
学
国
史
談
話
会
）
四

　
三

史
観
（
早
稲
田
大
学
史
学
会
）
～
四
七

史
園
（
園
田
学
園
女
子
大
学
歴
史
民
俗
学
会
）
三

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
六
五
三

歴
史
学
と
歴
史
教
育
（
歴
史
学
と
歴
史
教
育
の

　
会
）
六
一

地
域
史
研
究
は
こ
だ
て
（
函
館
市
史
編
さ
ん
事
務

　
局
）
三
五

神
嘩
退
古
が
教
（
神
道
宗
教
学
会
）
　
一
八
⊥
ハ

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
五
四
…
九

人
文
研
究
（
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

　
歴
史
学
）
五
三
－
二

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
四
八
一

編
集
後
記

　
八
六
巻
一
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
新
年
号

は
各
分
野
か
ら
、
多
彩
な
形
式
と
内
容
で
紙
面
を

飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
の
専
攻
分
野
で
は
（
で
も
？
）
就
職
難
が
深

刻
な
昨
今
で
す
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
他
大
学
の
常

勤
職
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
善
後
の
編
集

業
務
で
立
つ
鳥
跡
を
濁
し
て
い
な
い
か
不
安
で
す

が
、
よ
ろ
し
く
ご
味
読
く
だ
さ
い
。
　
　
（
伊
）

會
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
　
7
毒
＼
妻
壽
げ
暮
ζ
。
す
嬬
恕
眞
－
臣
品
ミ
茎
長
鼠
衆
岸
巨

本
誌
に
は
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究

成
果
公
開
促
進
費
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

二〇〇

Z〇㍗

決
黶
`
二
朋
二
五
㎜
絶
倒
定
価
＝
　
○
○
円

史
　
林
　
第
八
六
巻
第
一
号
（
通
巻
第
四
三
七
号
）

〒
六
〇
六
…
八
五
〇
一
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

発
行
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学
　
　
研
　
　
究
　
　
A
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振
替
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都
〇
一
〇
七
〇
↓
　
－
五
一
五
五
番

理
事
長
　
　
鎌
　
田
　
元
　
　
一

京
都
市
南
区
上
鳥
羽
藁
田
二
九

印
刷
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中
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印
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株
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社
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